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山
間
部
過
疎
集
落
の

防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て

自
主
防
や
避
難
所
へ
の

行
政
支
援
等
に
つ
い
て

公
共
施
設
等
の

見
直
し
に
つ
い
て

健
康
セ
ン
タ
ー
セ
レ
ネ
の

利
用
客
増
に
つ
い
て

山
間
部
集
落
の
中
・
長
期
の

見
通
し
に
つ
い
て

移
住
促
進
に
向
け
た

教
育
方
針
に
つ
い
て

水
道
管
・
各
給
水
施
設
の

耐
震
化
に
つ
い
て

　

財
政
が
厳
し
い
中
、
市
の
公

共
施
設
等
の
見
直
し
（
縮
小
や

修
繕
な
ど
）
に
つ
い
て
検
討
・

計
画
は
行
わ
れ
て
い
ま
す
か
。

　

[

財
政
課]

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
折
、
財

政
負
担
の
軽
減
・
平
準
化
を
図

っ
て
い
く
た
め
に
も
、
市
の
公

共
施
設
等
に
つ
い
て
は
全
体
状

況
を
把
握
し
、
長
期
的
な
視
点

で
の
更
新
・
統
廃
合
・
長
寿
命

化
等
を
計
画
的
に
行
っ
て
い
く

こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
財
政
課
（
旧
管

財
課
）
で
は
、
市
の
公
共
施
設

等
の
今
後
の
あ
り
方
や
総
量
の

適
正
化
等
に
つ
い
て
の
基
本
的

な
方
向
性
を
示
す
計
画
と
し
て
、

平
成
29
年
３
月
に
「
香
美
市
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
を

策
定
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
施

設
ご
と
の
よ
り
具
体
的
な
方
針

等
を
定
め
る
計
画
と
し
て
、
令

和
２
年
３
月
に
「
香
美
市
公
共

施
設
個
別
施
設
計
画
」
を
策
定

し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
公
営
住
宅
や
学
校

教
育
系
施
設
、
供
給
処
理
施
設

等
に
関
し
て
は
、
各
施
設
の
管

理
課
が
個
別
で
管
理
計
画
を
策

し
て
お
り
、
い
ず
れ
の
計
画
も
、

適
宜
見
直
し
、
検
討
を
行
い
な

が
ら
施
設
の
適
切
な
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
各
計
画
に
つ
い
て
は
、

お
よ
そ
５
年
を
目
途
に
改
訂
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

山
間
部
過
疎
集
落
は
、
南
海

ト
ラ
フ
地
震
発
生
時
に
地
震
動

に
よ
り
各
道
路
が
寸
断
さ
れ
、

避
難
が
困
難
な
状
況
に
な
り
ま

す
。
自
主
防
災
組
織
と
し
て
は
、

被
災
し
孤
立
し
た
集
落
を
最
低

限
支
え
る
つ
も
り
で
す
が
、
市

と
し
て
ど
の
よ
う
な
対
応
策
を

検
討
し
て
い
る
の
か
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　

[

防
災
対
策
課]

　

自
主
防
災
組
織
の
皆
さ
ま
が

懸
念
さ
れ
る
「
道
路
寸
断
に
よ

る
避
難
困
難
」
と
い
う
状
況
を
、

市
と
し
て
も
最
大
の
危
機
と
と

ら
え
、
皆
さ
ま
と
深
く
危
機
感

を
共
有
し
て
お
り
ま
す
。
「
被

災
し
孤
立
し
た
集
落
を
最
低
限

支
え
る
」
と
い
う
自
主
防
災
組

織
の
皆
さ
ま
の
強
い
お
気
持
ち

に
対
し
て
も
、
た
い
へ
ん
心
強

く
感
じ
て
お
り
ま
す
。
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

健
康
セ
ン
タ
ー
セ
レ
ネ
に
つ

い
て
、
①
あ
ま
り
有
効
活
用
さ

れ
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
ま
す

が
、
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
ま

す
か
。
②
利
用
客
増
を
図
る
具

体
的
な
対
策
は
あ
り
ま
す
か
。

　

[

健
康
推
進
課] 

※

　

①
健
康
セ
ン
タ
ー
セ
レ
ネ
の

利
用
者
数
は
、
令
和
２
～
６
年

度
の
平
均1

3
,4

7
5

人
に
対
し
、

令
和
６
年
度
は1

3
,9

6
3

人
、

令
和
７
年
度
は1

5
,0

1
1

人
と

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

②
利
用
促
進
の
た
め
、
以
下

３
つ
の
対
策
を
実
施
中
で
す
。

１
．
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
水
中
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
講
習
と
し
て
外
部

講
師
を
招
き
、
毎
週
土
曜
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
や
６
・
10
月

の
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
習
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

２
．
地
域
連
携
と
し
て
、
や
な

せ
た
か
し
記
念
館
入
館
者
や
、

ザ
・
シ
ッ
ク
ス
ダ
イ
ア
リ
ー
か

ほ
く
ホ
テ
ル
ア
ン
ド
リ
ゾ
ー
ト

宿
泊
者
へ
の
連
携
企
画
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

３
．
広
報
強
化
と
し
て
「
高
知

家
健
康
パ
ス
ポ
ー
ト
」
へ
の
参

加
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の

広
報
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
で
、
市
民
の

皆
さ
ま
の
健
康
増
進
に
貢
献
で

き
る
よ
う
、
利
用
者
増
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

※ 

令
和
８
年
度
よ
り
、
健
康
セ
ン
タ
ー

　

 

セ
レ
ネ
の
担
当
部
署
が
健
康
推
進
課

　

 

か
ら
香
北
支
所
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　

①
現
在
、
地
区
の
自
主
防
災

組
織
の
人
員
は
後
期
高
齢
者
が

大
半
を
占
め
て
お
り
、
災
害
時

に
実
際
に
動
け
る
人
数
が
少
な

い
状
況
で
す
。
防
災
訓
練
等
も

出
来
た
ら
良
い
で
す
が
、
足
腰

の
弱
っ
た
方
に
参
加
し
て
も
ら

う
の
は
、
危
険
も
と
も
な
う
の

で
難
し
い
で
す
。
地
震
等
が
起

き
た
時
が
不
安
で
す
の
で
、
各

地
域
へ
の
行
政
の
支
援
や
災
害

時
の
連
絡
方
法
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　

②
地
区
の
避
難
所
に
は
、
避

難
時
の
簡
易
な
寝
具
（
毛
布

等
）
が
あ
り
ま
せ
ん
。
物
品
を

購
入
す
る
に
あ
た
り
、
行
政
か

ら
の
補
助
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
。

　

[

防
災
対
策
課]

　

①
こ
の
た
び
は
、
災
害
時
へ

の
ご
不
安
を
お
聞
か
せ
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

【大栃小中学校の教育の特色】

◎物部町ならではの自然・人・ものを活かした保小中一貫教育の構築
　[物部未来学]

　これからの未来を拓く子どもたちが、地域と関わり、地域社会の創造や自己の

未来設計につなげる学習。大栃小・中学校は、生活科・総合的な学習の時間を

「物部未来学」と呼んでいます。

◎香美市内外から来たくなるような魅力ある学校づくり
　[カミシ・物部プラン]

　小規模学校の強みを活かした異学年グループによる ｢対話｣ ｢遊び｣ ｢学習｣ ｢行事｣ 

の活動を通じ、｢自立 (主体性) ｣ ｢共生 (協調性) ｣ ｢個別最適な学び｣ を育む「イエナ

プラン教育」を物部型に変えたもの。

◎特認校制度、山村留学の導入

　

市
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
、

道
路
寸
断
に
よ
る
孤
立
に
備
え

て
、
緊
急
用
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
整

備
や
地
域
の
指
定
避
難
所
へ
の

分
散
備
蓄
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
ま
た
、
市
全
域
の
防

災
行
政
無
線
・
消
防
無
線
の
整

備
に
加
え
て
衛
星
電
話
の
本
庁

舎
、
各
支
所
、
繁
藤
出
張
所
へ

の
配
備
も
進
め
、
災
害
時
の
情

報
伝
達
網
の
確
保
に
努
め
て
お

り
ま
す
。

　

現
在
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
の

「
自
助
」
を
促
す
た
め
の
個
人

備
蓄
の
推
奨
、
災
害
用
ト
イ
レ

普
及
の
た
め
の
補
助
、
自
主
防

災
組
織
へ
の
資
機
材
整
備
や
防

災
協
力
井
戸
の
整
備
、
そ
し
て

希
望
さ
れ
る
組
織
へ
の
防
災
行

政
無
線
の
活
用
を
積
極
的
に
進

め
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
大
規
模
災
害
時
の

公
助
に
は
限
界
が
あ
る
こ
と
も

事
実
で
す
。
自
主
防
災
組
織
の

活
動
は
、
住
民
の
命
を
守
る
う

え
で
極
め
て
不
可
欠
で
あ
り
、

市
と
し
て
も
そ
の
活
動
を
支
え
、

強
化
す
る
た
め
、
県
の
協
力
を

得
な
が
ら
の
道
路
啓
開
体
制
の

強
化
や
、
孤
立
集
落
へ
の
物
資

輸
送
方
法
の
多
様
化
な
ど
、
さ

ら
な
る
対
策
強
化
に
向
け
た
検

討
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

自
治
会
構
成
員
の
減
少
・
高

齢
化
に
と
も
な
い
、
各
種
作
業

の
実
施
が
物
理
的
に
困
難
な
状

況
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
毎

年
恒
例
の
市
道
の
草
刈
り
も
、

出
来
て
あ
と
数
年
が
関
の
山
で

す
。
市
の
中
・
長
期
ビ
ジ
ョ
ン

で
は
、
山
間
部
過
疎
集
落
の
位

置
付
け
（
維
持
も
し
く
は
自
然

消
滅
）
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

[

地
域
創
生
課]

　

市
の
中
・
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
で

の
山
間
部
過
疎
集
落
の
位
置
付

け
は
「
自
然
消
滅
」
で
は
な
く
、

「
維
持
・
活
性
化
」
を
基
本
と

す
る
も
の
で
す
。

　

｢

第
２
次
香
美
市
振
興
計
画

後
期
基
本
計
画｣ ｢

香
美
市
過
疎

地
域
持
続
的
発
展
計
画｣ 

で
も
、

山
間
部
集
落
に
つ
い
て
は
、
過

疎
化
・
高
齢
化
に
よ
り
集
落
機

能
の
維
持
が
難
し
く
な
っ
て
い

る
現
状
を
認
識
し
た
う
え
で
、

集
落
の
維
持
・
活
性
化
を
推
進

す
る
こ
と
や
地
域
づ
く
り
支
援

員
の
配
置
、
集
落
活
動
セ
ン
タ

ー
事
業
の
活
用
、
近
隣
集
落
と

の
連
携
な
ど
に
よ
り
、
持
続
可

能
な
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
方

針
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
と
し
て
も
、
買
い

物
支
援
や
公
共
交
通
対
策
、
集

落
活
動
セ
ン
タ
ー
の
設
置
な
ど
、

集
落
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

持
続
さ
せ
て
い
く
た
め
の
取
組

を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

各
地
区
で
、
具
体
的
な
取
組

や
方
策
に
つ
い
て
ご
相
談
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
お
話
を
伺
い
な

が
ら
対
応
を
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

水
道
管
の
耐
震
化
を
行
う
と

の
こ
と
で
す
が
、
工
事
の
施
工

箇
所
の
優
先
順
位
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
か
。
各
給
水

施
設
の
耐
震
化
の
計
画
と
今
の

状
況
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

[

上
下
水
道
局]

　

水
道
管
の
耐
震
化
に
つ
い
て

は
「
水
道
施
設
耐
震
化
・
更
新

計
画
」
に
基
づ
き
、
水
道
事
業

の
区
域
で
は
、
送
水
管
４
km
を

10
年
か
け
て
耐
震
化
し
て
い
ま

す
。
簡
易
水
道
区
域
で
は
、
老

朽
管
の
更
新
や
漏
水
が
多
い
箇

所
か
ら
優
先
的
に
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
各
施
設
の
耐
震
化
に

つ
い
て
も
、
同
計
画
に
基
づ
い

て
実
施
し
て
い
ま
す
。

日
頃
か
ら
、
住
民
の
皆
さ
ま
が

互
い
の
状
況
を
把
握
し
支
え
合

う
、
密
な
「
つ
な
が
り
」
こ
そ

が
最
大
の
防
災
力
で
す
。
市
と

し
て
も
、
そ
の
つ
な
が
り
を
活

か
し
た
自
主
防
災
活
動
を
最
大

限
支
援
い
た
し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
地
域
の
集
会

所
で
の
「
お
茶
飲
み
会
」
等
の

場
に
防
災
対
策
課
の
職
員
が
訪

問
し
、
災
害
時
の
安
否
確
認
や

初
期
対
応
に
つ
い
て
話
し
合
う

な
ど
、
皆
さ
ま
の
お
話
を
伺
い

な
が
ら
、
各
地
域
の
実
情
に
合

っ
た
防
災
対
策
を
一
緒
に
考
え
、

お
手
伝
い
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
災
害
時
に
は
、
各
地
域

に
あ
る
防
災
行
政
無
線
が
利
用

で
き
ま
す
。
利
用
に
は
い
く
つ

か
注
意
事
項
が
あ
り
、
事
前
申

請
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

②
市
で
は
、
各
自
主
防
災
組

織
に
対
し
、
資
機
材
整
備
の
補

助
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の

補
助
金
は
、
毛
布
の
ほ
か
断
熱

マ
ッ
ト
や
寝
袋
、
災
害
用
ト
イ

レ
な
ど
も
補
助
対
象
と
な
り
、

各
自
主
防
災
組
織
へ
の
加
入
世

帯
数
に
応
じ
、
10
万
～
30
万
円

の
補
助
額
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

活
用
さ
れ
る
場
合
は
、
防
災
対

策
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

過
疎
が
進
む
物
部
へ
の
移
住

促
進
の
た
め
、
自
然
と
共
生
す

る
教
育
方
針
の
導
入
を
検
討
し

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
例
え

ば
「
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
教
育
」
の

取
り
入
れ
や
、
い
の
町
「
と
さ

自
由
学
校
」
を
ひ
と
つ
の
モ
デ

ル
と
し
た
学
校
づ
く
り
な
ど
。

　

物
価
高
騰
に
よ
る
生
活
費
へ

の
影
響
が
大
き
い
昨
今
、
都
市

部
か
ら
山
間
部
へ
の
移
住
が
ト

レ
ン
ド
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
先
手
を

打
つ
こ
と
に
も
な
る
か
と
思
い

ま
す
。

　

[

教
育
振
興
課]

　

物
部
地
域
の
教
育
環
境
の
充

実
は
、
地
域
活
性
化
や
移
住
促

進
の
観
点
か
ら
も
重
要
な
課
題

と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
現
在
、

小
規
模
学
校
の
特
性
を
活
か
し

た
異
学
年
交
流
や
地
域
社
会
と

の
連
携
な
ど
、
地
域
の
実
情
に

即
し
た
特
色
あ
る
教
育
を
推
進

し
て
お
り
ま
す
。

　

ご
提
案
い
た
だ
い
た
「
シ
ュ

タ
イ
ナ
ー
教
育
」
の
導
入
や
、

「
と
さ
自
由
学
校
」
の
よ
う
な

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
に
つ
い

て
も
、
他
地
域
の
事
例
も
参
考

に
し
つ
つ
、
現
行
施
策
と
の
整

合
性
を
踏
ま
え
た
形
で
慎
重
に

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
物
部
地
域
の
子
ど

も
た
ち
が
安
心
し
て
学
べ
る
環

境
づ
く
り
を
第
一
に
、
移
住
希

望
者
に
と
っ
て
も
魅
力
的
な
教

育
環
境
の
整
備
に
努
め
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。


